
津

軽

方
ヰ一一
口

の

文

法

に

関

す

る

は
し
が
き

方
言
文
法
の
記
述
法
に
つ
い
て
の
再
検
討

津
軽
方
言
の
文
法

は
し
が
き

方
言
文
法
の
研
究
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る

。

東
条
操
先
生
は
「
方
言
と
方
言
学
」

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
お
ら

れ
る

。
方

言

語
法
の

研

究
は

音

韻
同

様
に

困
難
で

あ
る
。

基

準
が

判

然
と
し

な。

い

だ
け
に

よ

り

以
上
に

関
難
だ
と

も
云
へ

ょ

う
。

語
法
の

方
面
で

は

従

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

来
の

文
語

法
や

口

語

法
の

組

織
に

よ
っ

て

調
査

す
る
と

と
さ
へ

問

題
で

。
。

あ
る
。

チ
ェ

y
パ
レ

ン

が

琉
球

語
研

究
に

於
て

名

詞
の

孤
立

法
を

説
き

松

下
大
三

郎
氏
が

日

本
俗
語

文

典
に

体

詞
の

語
尾

変
化
を

説
い

た
ゃ

う

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

に
、

名

詞
の

格

変
化
を

説
〈

事
は

方

言

語
法
で

は

必

要
な
事
と

な
る
。

叉
、

文
語
法
中

口

語
法
で

規

定
し

た
や

う

な

助

詞
・

助
動

詞
の

分
類
は

方
言
語
法
に

は

必

ず
し

も

適
切
で

な
く
、

標

準
語
法
の

表
現
形
式
と

方

。
。
。
。
。

言

語

法
の

表
現
形
式
と
一

致
し

な
い

も
の

も

少
〈
な
い

。

方
言
語
法
の

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

組

織
は
苧

は
り

帰
納

的
に

新
し

い

方
式
を

立
て
ね

ば
な
ら
な
い
中

う
に 一

考

察
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日

野

資

純

船
恥
仰
いo
(
明現
時
君 。
)

こ
の
一

節
は
ま
こ
と
に
暗
示
的
で
あ
る

。

「
標
準
語
法
」

の
既
成
の
わ
く

だ
け
に
も
と
ず
い
て
な
さ
れ
る
方一
言
文
法
の
記
述
は
真
に
そ
の
方
言
に
即
し

た
も
の
で
は
あ
り
え
な
い

。

そ
れ
で
は
そ
の
方
言
特
有
の
も
の
を
見
落
す
お

そ
れ
が
あ
る

。

例
え
ば
琉
球
語
に
お
け
る
「
名
詞
の
格
安
化」

の
よ
う
な
現

象
は
「
標
準
語
法
」

で
は
処
理
し

切
れ
な
い
も
の
の
一
つ
で
あ
ろ
う 。

(
日

頁
参
照)

で
は
い
か
に
し
て
そ
の
「
新
し
い
方
式
」

を
立
て
れ
ば
よ
い

の
で

あ
る

か
。

す
で
に
藤
原
与
一

博
士
や
都
竹
通
年
雄
氏
な
ど
に
よ
っ
て
す
ぐ
れ
た
研

(
註
1)

究
が
な
さ
れ
て
い
る
が 、

な
お
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

。

私
は

東
大
で
服
部
四
郎
博
士
の
御
指
導・
を
受
け
る
に
際
し
て

、

「
そ
れ
ぞ
れ
の
方

言
に
即
し
た
文
法 、

音
声
言
語
に
即
し
た
文
法
」

を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
必

(
註
2)

要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
に
至
ヮ

た
。

私
は
そ
の
見
地
か
ら
「
国
語
と
国
文
学
」

の
二
十
九
年
五
月
号
に
そ
れ
に

関
す
る
試
案
を
述
べ
て
み
た
が 、

そ
れ
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
方
々
か
ら

御
批
判
を
い
た
だ
き 、

な
お
考
慮
す
べ
き
余
地
の
あ
る
こ
と
が
分
っ

た
。

叉

そ
れ
は
方一一一回
文
法
の
記
述
の
基
礎
と
す
べ
き
理
論
を
述
べ
る
こ
と
を
主
に
し

た
も
の
で
あ
っ

た
か
ら 、

な
お
そ
れ
に
も
と
ず
い
て
実
際
に
ど
こ
か
の
方一
言

の
文
法
を
記
述
し
て
み
る
こ
と
が
ぜ
ひ
必
要
で
あ
ヮ

た
。

前
説
に
対
す
る
反



津軽方言の文法に関する一考察

省
と
その
実
証 、

llこ
れ
が
こ
の
論
文
の
主
旨で
あ
る 。
方
言の
例
と
し

て
は
私の
居
住
地で
あ
る
津
軽の
方
言
を
取
り
あ
げた 。

さ
て
私の
方
法
に
対
す
る
批
判の
主
な
論
点
は
お
よ
そ
次の
如
くで
あワ

た 。一 、
私の
方
法
は
各身
の
方
言の
具
体
的
な
音
声
言
語
的
事
実
か
ら
言
語
単

位
を
抽
象し
て
来
よ
う
と
す
る
もの
で
あ
る
が 、
各々
の
方
言に
つ
い
て

そ
れ
を一
々
やづ
て
い
た
の
で
は
大
安
な
手
数
が
か
かっ
て
非
実
用
的で

は
な
い
か
と
い
うこ
と 。

二 、
私の
用い
た
言
語
単
位の
名
称に
は一
般
に
耳
な
れ
な
い
も
の
が
多

く 、
(
半自
立
語 、
自
立
的
接
尾
形
式
な
ど)
理
解
さ
れ
に
くい
で
あ
ろ

うと
L
うこ
と 。

一
は一
応
もっ
と
もの
よ
う
に
見
え
る
が 、
方
言に
お
け
る
な
まの
資
料

即
ち
音
声
言
語の
資
糾
を
丹
念
に
集め ‘
そ
れ
に
も
と
ずい
て
作
業
す
る
こ

と
は
い
わ
ば
方
言
研
究の
常
道で
あ
る 。
私
は
た
だ
そ
の
常
道
を
歩みつ

つ 、
資
斜
の
整
理
法
に
工
夫
を
加
え
て
み
た
わ
け
で
ある 。
そ
れ
は
た
だ
ち

に
ニ
に
関
連
し
て
く
る 。

言
語の
分
析に
あ
たっ
て
は
拙
速
よ
り
も
精
確
を
尊び
た
い 。
一
体 、
従

来
の
文
法
用
語に
は
い
ろ
い
ろ
な
点
か
ら
見
て
十
分
精
確
と
は
い
え
な
い
も

の
が
あ
る 。
例
え
ば
共
通
話
の
「
接
続
助
詞」
の
中で 、
「か
ら」
と「て」

。

(「見
て」)
と
は
そ
れ
ぞ
れ
職
能
を
異に
し
て
い
る 。
即
ち 、
前
者
は
「
動

詞・
形
容
詞」 、
及
び
大
部
分の
「
助
動
詞」
の
「
終
止
形」
に
つ
く
が 、

後
者
は
動
詞の
「
連
用
形」
ハあ
る
い
は
そ
の「
音
便
形」〉
につ
く
だ
け
で

あっ
て 、
職
能が
大
分
臭っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る 。
職
能と
い
う
もの
は
言

語
単
位の
分
類
上
か
な
り

重
要
な
基
準と
すべ
き
もの
で
ある
に
も
か
か
わ

ら
ず 、
そ
の
点が
十
分
守
ら
れ
て
い
な
い
の
は
遺
憾で
ある 。
職
能が
具る

もの
を
「
接
続
助
詞」
と
し
て
同
類に
く
くる
こ
と
につ
い
て
は
反
省
が
加

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
私
は
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら 、
や
や
厳
密
さ

を
欠
く
「
助
詞」
と
い
う
名
称
を
捨て
て
「か
ら」
の
よ
う
に
職
能の
異る

色々
な
単
位に
接
す
る
も
の
を
前
記の
論
文
で
「
自
立
的
接
尾
形
式」
と

よ
ぴ 、
「て」
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
単
位だ
け
に
し
かつ
か
ない
もの
を
単

に
「
接
尾
形
式」
(
接
尾
形
式
G)
と
よ
ん
で
区
別
し
た 。
(
後
者に
つ
い

て
二
十
九
年
十
月
の
第
三
十
一

回
日
本
言
語
学
会
大
会
で
発
表

。
「
言
語
研

究
」

第
二
十
六
・

二
十
七
号
に
要
旨
掲
載

。
「
附
属
形
式
の
下
位
分
類
」
)

さ
て
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
私
は
自
分の
説の
妥
当
性
を
吟
味
す
る
た
め

に 、
先
に
発
表
し
た
理
論
を
津
軽
方
言に
応
用し
て
み
た
の
で
ある
が 、
そ

れ
に
先
立っ
て
い
くつ
か
補
訂さ
るべ
き
点
を
発
見し
た
の
で 、
ま
ず
そ
れ

に
つ
い
て
述ベ 、
し
か
る
の
ち
津
軽
方
言の
文
法
を
記
述
し
て
み
よ
う
と
思

う 。
な
お
私の
考え
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
御線
接
下
さっ
た
時
枝
誠
記
先

生 、
服
部
四
郎
先
生 、
金
田一
春
耳障
先
生 、
楳
垣
実
氏 、
此
島正
年
氏 、
杉

井
鈴
子
氏
な
ど
に
厚
く
御
礼
を
申
上
げる 。

方
言
文
法の
記
述
法
に
つ
い
て
の
再
検
討

以
下の
論
述に
対
し
「
国
語と
国
文
学」
二
十
九
年五
月
号
の
拙
稿
を
参

照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
安
幸い
で
ある
が 、
そ
れ
が
お
手
元に
な
く
て
も

理
解
し
て
頂
け
る
よ
う
に
で
きる
だ
け
配
慮
す
る
つ
も
りで
あ
る 。

さ
て
その
論
文
で
方
言に
お
け
る
言
語
行
動
を
研
究
す
る
さ
い
の
注
意
を

記し
た
所で 、
表
情
や
身
ぶ
り
な
ど
を
音
声
言
語
行
動の
中に
含め
る
と
い

う
ふ
う
に
述べ
た
が 、
そ
れ
は
あ
や
ま
りで 、
こ
れ
は
除
外
さ
るべ
きで
あ

ワ
た 。
即
ち
そ
の
さ
い
に
は
「『
具
体
的
な
音
声
言
語
行
動』
を
表
情
や
身

ぶ
り
も
ふ
くめ
て
観
察
す
る
こ
と」
が
必
要だ
と
い
うべ
きで
あっ
た
と
思

73 



ぅ 。
(
四一
蹴)

叉
附

属
的

単

位

(
大

体

「
助

詞
・

助
動

詞
・

接
頭

語
・

接
尾
語
」

な

ど
に

あ
た
る)
の
中
の
接
頭
形
式
や
接
尾
形
式
(
百

五)
の
や
や
く
わ
し
い
下
位
分

類
に
つ
い
て
は 、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
言
語
研
究」
に
要
旨
を
ま
と
め
て

お
い
た 。

共
通
話
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
に
つ
い
て
先
の
論
文
で
は
a
b
c
d
e
の

五
種
と
し 、
さ
ら
に
a
を
四
類
に 、
b
を
ご
類
に
分
っ

た
が 、
こ
れ
で
は
ま

だ
不
十
分
で
あ
る 。

(町
七)

即
ち
次
の
よ
う
に
a
は
六
類
に
分
つ
べ
き
か
と

思
わ
れ
る 。
な
お
回
附
に
お
け
る
「
カ
カ
・
、

カ
イ」
な
ど
は
右
の
「一
言
語

研
究」
の
「
要
旨」
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
接
頭
形
式
G
と
し
て
お
い
た 。

「
カ
キ」
は
「
え
せ
単
語」
と
す
べ
き
か
と
思
う 。

即
ち
「
カ
キ
l

マ
ス

・
カ
カ
|

ナ
イ
・
カ
イ
l
タ」

全
体
を
そ
れ
ぞ
れ
「
単
語
(
動
詞
ど
と
見

た
い 。

al 
f司、
警にノ

f一一一一一ーーー『
カ(6)カ (1) イ クII

| ヨト
グ トキ

カ(7)カ (2)
ケ| ケ

，ξ 

a2 
〆司、 f、、 r、
研 飲 行'--' '-ノ Lノ

rー.....__ -------、r-"---
ト ト ノ ノ イ イ
イ グ ン ム ツ グ
I I I ダ ダ タ

aa a長

(3 ) 

(4 ) 

(5) 

カ:J 

カ
キ
lマ
ス

(
|
ダ
イ)
カ
カ

lナ
イ

(
lセ
ル)

(
カ
キ
ャ
l)

イ イ
ヶlヶ
，、

イ
キ
lマ
ス

(
lタ

イ)
イ

カ
lナ

イ

(
lセ

ル)

イコ
l

(
イ
キ
ャ
1)

ノ
メ号、
llJ

 

ノ
メ

ノ
モ
I

(
ノ
ミ
ャ
l)

ト
ゴ
I

(
ト
ギ
ャ
1)

ト
ガ
l十

イ

千iセ
b)

ノ
ミ
1lマ
ス

(
1タ

イ)
ノマ
lナ

イ

(
|セ

ル)

ト ト
ケ|ヂ
，、

卜
ギ
lマ

ス

(
laタ

イ〉

a5，. 

、
t
h

fZ

E
d
­

(
買)
」 :

3

1ょ
lバ

:
z

戸
カッ

l夕
方エ

(
力
ヤ
l)

(
言)
(ュウ

イエ
lバ

イ
オ
l

ィ
行
ペ仁A)

戸
イッ
|タ

イエ

〈
イ
ヤ
1)

(
起)
「オ

キ
L

オ
キ
目ロ

オ
キ
」l

ォ
行
ペ仁A)

戸
オ
キ
l十
イ
オ
キ
lタ

オ
キ
日レ
lバ

(
オ
キ
lリ
ャ
I)

(
受)

(
2
1ル

ウ
ケ
J

Z
J
l

ゥ
行
ペ
九一

戸
す
ケ
lナ

イ
ウ
ケ
lグ

ウ
ケ
H
レ
lパ

(
ウ
ケ
1リ
ャ
l)

『エ
nル

エ
日ロ

エ
日ヨ
l

エ
|マ
ス
エ
l十

イ

ハ
得)
~(
ウ
H

と

Tタ
イ)

戸エ
lグ

エ
t
レ
|パ

(エ
l
リ
ャl)

(
ウ
H
レ
lパ)

『
ス
H
ル
y
tロ

ジ
ョ
ー

ジ
lマ
ス

シ
i十

イ

ペ
為)
←

(
|グ

イJ

戸
シ
|タ

ス
H
レ
lパ

(ス
lリ
ャ
l)

『

レ

H
イ

コ
日ヨ
l

キ
lマ
ス
コ
l十

イ

(
来)

(

(lタ
イ)

戸
キ
l

グ
夕
日レ
!パ

安
iリャ
1)

右
の
表
に
お
い
て
白
と
匂
1l

む
と
の
相
違
は
附
の
形
に
あ
る 。
叉
む
と
匂

は
聞
に
-内向
者-
p
za同
の
形
が
現
わ
れ
る
点
が
他
と
異
り 、
さ
ら
に
こ
の

ご
者
自
身
川
と

仰
の
関
係
で
臭
っ
て
い
る 。
叉
C
は
防
に
近
い
が 、
川
と
川

に
二
形
が
存
し
う
る
点
で
臭
っ
て
い
る 。

こ
の
外
「
ク
レ
日

ル
(
呉)」
は
ぬ
類
と
し
て
よ
さ
そ
う
に
も
思
わ
れ
る

が 、
閣
の
形
が
「
グ
レ
H
ロ」
よ
り
も
「
ク
レ」
「
オ
l
グ
レ
」
等
に
な
る

こ
と
が
多
い
の
で
厳
密
に
い
え
ば
異
類
と
す
べ
き
で
あ
る 。

「
下
サ
ル」
「
オ
ッ
シ
ャ

ル」
「
イ一フ
ッ
シ
ャ

ル」
な
ど
も
聞
と
削
が

。

。

。

「
下
サ
イ」
「
オ
ッ
シ
ャ
イ」
「
イ
ラ
ッ

シ
ャ
イ」
と
な
る
の
で
厳
密
に
い

え
ば
異
績
と
す
べ
き
で
あ
る 。

「
蹴
ル」
は
む
類
に
は
い
る
の
で
あ
ろ
う
が 、
聞
は
「
ケ
ロ」
と
も
な
る

か
ら
や
や
不
安
定
で
あ
る 。
共
通
語
で
は
仰
や
ω
の
形
が
あ
ま
り

現
わ
れ
な

方
ワ
l十

イ

カ
?イ
今 ↓
中ス
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/Ua/の系列及/Q/は諮頭にあらわれない。

叉/Ua/の系列は必ず/N/のあとにあらわれる。

/Q/は母音音素のあとにのみあらわれる。

背声の註記

/'ll/， /.e/ C出J /'ll'e/上。

単独の/e/ C邑〕は共通誇の/i， e/に対応。

/je/ CjojeJ /joje/弱い。(/'e/:共/'ai， 'oi/) 

/we/ CkoweJ /kowe/くたびれる。

/kwa/ Ch句kwaJ /heNkwal度化。

/ke， ge，' -1 Ck句ko :J /keNko'o/， (g匂kÏnJ /genkin/健康。現金。

/si/ CnÏsÏnJ /nisin/にしん。

(sÏmÏJ /simi/段。

(jas王:J /jasi'i/安L、。
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く/si/ :共/si， SU， sju{) 

Conand3ÏJ /'onaNzi/同じ。

CsÏ叫3ÏganÏJ /siNzigani/しずかに。

(d3Ï:凶nJ /zi'ineN/十年。

仇i/:共/zi， Zll， Zjll/) 

Ct�ÏtsÏojaJ /cici可a/父親。
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(tsÏnd3ÏmÏ) /ciNzimi/堤。

(tsÏ : Sa) /ci'isja/注射。

C/ci/ :共/ci， cu， cju{) 

/sje/ (SëNSë) /sjeNsje/先生。

/zje/ (d3邑nÏko) /zjeniko/せ:1こ。

/hje/ (orÏhjë) /'orihje/おりろ。

/N/は /ga， da，羽a， ba， pa， za/ などの系列ともむすびつきう

る。 叉誇頭にもあらわれうる。

!Nda/ (nda)そうだ。

(karanda)体C/karaNda/)

印刷/ (関心お前。

/Nba/ (mba)末娘。

(k沿nbÏ)首。(/kUNbi/)

!NP<t! (n邑mpüta)ねぶた。(/neNPuta/) (夏祭〕
/NZ<I/ (handzÏrërü)外れる。C/haNzireru/)

(l-grgil:共l一同一ki.../ (haga)基く/附〕

!-da， -de... / :共/ーta， -te.. -/ (hada)旗(/hada/)

これに は 例外がある。

/hutoci/ (hütotsÏ)一つ。

/hana-ko/ (hanako)花。 など。
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津軽方言の文法に関する一考察

十
九 。
(恥
m
J

弘
前
誇
裳

松
木
明
氏
著 。

五
十
音
順
四
O
九
九
語 。

分
類
索
引
附

七
九
O
頁 。

昭
二
十
九 。

(
ζ
れ
は
語
集
だ
け
で
あ
る
が
語
構
造
の

観
察
に
参
考
に
な
る
)

さ
て
以
下
に
掲
げ
る
津
軽
方一一E一回
の
資
料
の
中 、

私
が
自
然
観
察
に
よ
っ
て

得
た
も
の
に
は
。
印 、

通
信
調
査
(
主
と
し
て
弘
大
文
理
学
部
の
学
生
諸
君

に
よ
る
)

に
よ
っ

た
も
の
に
は
O
印 、

文
献
か
ら
取
っ

た
も
の
に
は
A
l

F

の
記
号
を
記
す
こ
と
に
す
る

。
(岬一明
一錦町仰い一一
計一)

私
は
先
に
あ
げ
た
論
文
で一一
言
語
単
位
の
中 、

単
独
で
言
い
切
り
に
な
り
う

る
も
の
を
「
自
立
的
単
位
」

と
し

、

そ
の
中
最
小
の
も
の
を
「
単
語
」

と
し

た
が

、

方
言
の
単
語
の
中
で
特
に
注
意
す
べ
き
は
「
半
自
立
証
巴

で
あ
る

。

一
、

山

半
自
立
語
A
(
共
通
語で
は
「シ
ズ
カ
ダ
」

の
「シ
ズ
カ
」

な

ど
)

O
コ
プ

抑
均
九円
山
・

列。

ハ
乙
と
は
静
か
だ
)

0
0
0
O

sl

 

o
コ
ゲ

タ
エ
シ
タ
ハ
非
常
に
)
シ
y
ジ
ガ
・

〆
ド
ゴ
(
静
か
な
所
)

ダ 。

。
。
。
。

11111

0
シ
y
ジ
ガ
・

〆
パ
エ
ェ

。

(
静
か
な
ら
よ
い
)

o
o
o
o

l--

O
シ
ン
ジ
ガ
・
デ
ェ
ェ

。

(
静
か
で
よ
い
)

。
。
。
o

f』}

1JIl--

O
シ
ン
ジ
ガ
・
ニ

シ
ヒ
ェ
。

ハ
静
か
に
し
ろ
)

間
半
自
立
語
B
(
共
通
語
の
「
コ
ン
ナ
コ
ト

」

の
「
コ
ン
ナ
」

な
ど
〉

。
。
o
o

----

。
。
o

il--

O
コ
ツ
タ
ラヨ
ド
。

コ
シタ
コ
ド
。

。
。
。
O

Ili--

Oアッ
タ
ラ
モ
ン
ダッ
ケ
ァ
〆ァ
ク
ウバ 。

か
。

F
)

Oア
シタ
エ
グ
ネ且
ワ
ラ
シア

は
ど
ζ
に
も
な
い

。

F
)

。ソッ
タ
ラ

、

ソ
シタ
ハ
そ
ん
な
V

F 

(
あ
ん
な
物 、

だ
れ
が
食
う

ド
ゴ
ニ
モ
ネ
(
あ
ん
な
わ
る
い
子
供

O
ド
ッ
タ
ラ

、

ド
シ
タ
ハ
ど
ん
な
)

=
、

自
立
的
接
尾
形
式

私
は
必
ず
他
の
単
位
に
続
け
て
発
音
さ
れ
る
も
の
を
「
附
属
的
単
位
」

と

し
、

そ
の
中
か
な
り
自
由
に
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
単
位
の
あ
と
に
接
し
う
る

も
の
を
自
立
的
接
尾
形
式
と
し

、

そ
う
で
な
い
も
の
を
接
尾
形
式
と
し
た

。

こ
の
方
言
の
自
立
的
接
尾
形
式
は

、
、

玉
絡
や
目
的
絡
に
立
つ
場
合
は
ふ
つ

う
現
わ
れ
な
い

。

x

 

Oニ
シンXマ
パ列
タ
ガ
引J引(に
し
ん
はま
だ
〔値が〕
高く
て)

×

 

Oアッ
パ
×
エ
ル
(母
は
居る)

。ア
ンマ
リゴ
ッ
ツォ
×
エ
ッ

パ
エン
〆カ
ラ
ホッ
クXハン
ズレ
ル
ダッ

×

×

 

引
叶(
あ
ん
ま
り
ご
ち
そ
う
が
一
ば
い
だ
か
ら
ホ
ッ
ク
が
は
ず
れ
る
わ
よ
)

li

×

 

Oカ
ミ
コ
×
シエ
テ
ハ
紙を
し
い
て
)

方
向
や
程
度
を
示
す
場
合
も
し
ば
し
ば
現
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る

。

×

 

。マ
シン
ガ列×
エ
グ 。
(
新型
通
告
へ
行〈)
×

 

。
ジ
1
ネ
ン

ベ川×
ナ
ル
吋
ド

ハ
十
年ば
か
り
に
な
るけ
れ
ど
)

(
問 、

誇

形
変
化
の
項
参
照
)

注
意
す
べ
き
自
立
的
接
尾
形
式
は
お
よ
そ
次
の
如
く
で
あ
る

0

・
1

主
と
し
て
文
末
の
み
に
現
わ
れ
る
も
の

a
「ネハ
1」

。
。
0

0
0

0

刈利
川
カ
ガル
ネパ
1

(時
間
が
か
か
る
わ
ね)

llf
女
に
多
い

。

。
。
。

。
。

Oプ
ジ
lエ
ン
ネハ
1 。

(五
十
円
〔で
す〕)

第
三
の
例
で
は
つ
不
ハ
1

」

の
前
に
か
な
り

長
い
音
声
の
と
ぎ
れ
が
現
わ

れ
る
の
を
観

|

畑

山はい

。
。
。

。ェ
チ
カン
ク
ラエン
デ
クル
カラ
ネハ
1 0

77 

ハ
五
日
ぐ
ら
い
で
来
る
か
b



同Vね)
「
ネ
サ
l

」

。
。
。

。
。

@エ
判
ツ

テッ
タ
ネ
サ
1 0

ハい
い
と
言っ
た
わ
よ)

。
。
。

。サケ
判刻ナ
ン
カエ
レ
列
到
ネ
ザ
l 。

ハ
酒か
何
か
を
入
れ
た
ら
〔
ど
う

。

で
しょ
う
ね〕)

こ
の
「
ネ
ハ
l
・
ネ
サ
l

」
両
者
は
弘
前
地
方
の
特
色
と
し
て
よ
い
か
も

知
れ
な
い 。

「
サ」

内iw

内u
nu

oナ
ナ
セン
叫叶〆ツ
ケ
が
小 。
(七
千
円
だっ
た
か
な
あ)

0

 

0ヨ
オエ
シ
テ
オ
グ e川
エ
エ
シ
ダベ
サ 。
ハ用
意
し
て
お
け
ば
い
い
ん
だ
ろ

。
うよ)主

と
し
て
女
が
使
う。

「モ
ナ
モ」

1
1
0
0
0

0
0

 

0エ
れ
そ
ナ
モ 。
(
行
く
と
も
〔意
志〕)

i10
0
0

0
0

 

0ソy
〆
モ
ナ
モ 。
ハそ
う
だ
と
も)

「ナ」
Oセ
ン
到 、
ニ
モ
チ到 、
モ
ジ
シ
州小 。
(
先
生
荷
物
を
持
ち
ま
しょ
う
か

。ね)

IIll111l

ilt

O

 

O
引川バ
リ
フッ
テ
ルハ
ン

デ
ケン
ド
エ
グ
ネプ
テ-
マ
エ
ネェ
ナ 。

。

(
雨
ば
か
り

降っ
て
い
る
の
で
道が
わ
る
〈
て
因る
な)

「
〆
メ
」

1
1

i10
0

0

 

0
ド
シ
タ
ダパ 。
(ど
う
し
た
ん
だ
?)

!

。
。

。

Oナ 、
ド
シ
チ
モ
リ
ダメ 。
(お
前
は
ど
う
す
る
つ
もり
だ
?)

匂

「
ジ
ャ

」。
。

Oキ
テケ
ロ
ジャ。

。

(
来
て
〈

れ
よ)

t〆r、、ジ 乙
ジ 乙
芳 へ

〆|来
ド ν、
コザよ品
11"' v 
y ヤ

。

urt

l，
。
。

Oコ
プ
サコ
エ
ジヤC

Oコ
ゴ
タ
エ
シタ

。

な
所で
すよ)
・111

』16!l
。
。

Oケ
コ
デ
ネェ
バ
カエ
ネェ
ジャ。

。
ん
だ〉

0
0

0テ
叫
モ
オ
オ
列カ
ガ
川
川Jhネェ
玖ャ。

な
い
か?)

Ill
i
--
。
。

Oア
ジ
ノ
ホ 、
ア
ル
ギ
ヤ
ジ -
Y
タ
ジャ 。
ハあっ
ち
の
方が
歩
こ
すい
よ

。
。

う
で
す
U

「
ジ
ャ

」
は
「

体
言」
に
は
つ
か

な
い。

西
部
方
言
の
「
ジ
ャ

」
と
相
違

す
る
点
で
あ

る。

一日

主
と
し
て
文
節

末
の
み
に
現
わ
れ
る

も
の

h

「
サ
」。

。

。
オ
判 JE
サエ
レ
ル 。
(おっ
ゅ
に
入
れ
る)

。

。

。

叶引叶ヰ川十ハカ
ガッ
タ 。
(
皮
膚
病に
か
かっ
た)

。

O
ドコ
サヌ
エ
ダ
ノ 。
(どこ
〔の
歯〕
hp
銭い
た
の9)

。

。

O
ト
ギョ
品川エ
ツ
タ
ラ 、
(東
京
い

行っ
た
ら)

Oチy
ジ
ミ
ノ
トゴ
ロ 、
シコ
シ
サエ
ゲン
メ
刑1
ハ
堤の
所
を
少し
行
〈

と
ね〉

・

「
サ
」

は
こ

の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
場
合
に
用
い
ら
れ
る。

普
通
「
ト
ギ

ョ
れ」

の
よ
う

な
場
合
だ
け
が
注
意
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ

る
が、

そ
の
点

だ
け
を
取
り

上
げ
た
の
で

は
十
分
で

な
い
こ
と
が
分
る。

最
後
の

例
の
よ
う

に
「
副
助
詞」
的
な
用
法

も
あ

る。

放
に 、

「
京
へ
筑
紫
に
坂
東
さ」
の
こ

と
わ
ざ
も
現
在
で
は
多
少
割
引
し
て
考
え

る
必
要
が
あ

ろ
う。
こ

の
点
に
つ

い
て
は
す
で
に
此
島
氏
も
指
惜別
し
て
お
ら
れ
る。

ハ
論
文
D)
な
お
こ
れ
は

7& 

(こ
と
は
非
常に
静か

ハお
か
ゆ
で
な
け
れ
ば
たべ
ら
れ
な
い

(
手
間
も
多
く

か
か
る
ん
じ中



津軽方言の文法に関する一考察

若い
人
に
多い
よ
うで
ある
が
今
日
で
は
四
十
台
位の
人
に
も
起っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る 。

「
パ
」

。

。

O
ハ
ナ
ヨ
メ
オ
ル

。

(
花
を
折
る
)
〔
D
〕

。

。

。ナ ・ハ
ヵ 。
ハ
お
前
を
か
?

)

こ
れ
は
特に
目
的
絡
を
強
調
す
る
時に
限っ
て
用い
ら
れ
る
よ
う
で
あ

る 。
「プ
ト」
も
類
似の
意
味で
使わ
れ
る 。

。
。

。

Oホ
ン
ゴ
ト
ワ
セ
ェ

〆
。

(
本
を
忘
れ
た
0)

「
メ
リ

」

li-
-。
。

ーー

。
。
。

。
ソ
ゴ
パ
リ
チ
カ
ウ
ガ
ラ
ハ
〔
歯
の〕
そ
乙
ハ
其
処
)

ほ
か
P
を
使
う
か
ら
〉

。l同'

11

0
0
。

。
ジ
1

ネ
ン
メ
リ
ナ
ル
ケ
ド

ハ
十
年
ば
か
P
に
な
る
け
れ
ど
)

ilili
--，
。
。

。
。
。

。
ホ
ン
ト
ノ
エ
エ
ノ
メ
リ

(
本
当
の
い
い
の
〔
物〕

ば
か
P

〉

防
「ハ
V

デ
」

(
〉
「ハ
y
テ
」〉

叫lll，

e。
。
。s
ますがた

0
0

0
マ
シ
ン
カタ
エ
グ
ハ
y

デ
(
糾型
〔
地
名〕
へ
行
く
か
ら
〉

1111

ep
h
th円

。
。

。
ト
y
プ
ラ
ウ
ヒ
ト
ナ
エ
ハ
シ
テ
ハ
お
と
ず
れ
る
人
も
な
い
の
で
)

111l。
。
。

。
。

。
チ
ケ
エ
ハ
シ

デ
(
近
い
の
で
)

lil--同l怜hF

0
0

。
マ
ル
ナ
ト
ダ
ハ
y

デ
、

ソ
レ
。

(
丸
納
豆
だ
か
ら 、

そ
れ
は
)

「パ
テ」illt'O
O

Ili--

。
。

O
ア
ル
パ
テ
カ
エ
ネ
ェ 。

(あ
っ
て
も
食
え
な
い
)

fell陀1

0
0

0エ
ギタ

ι
d
テエ
ガエ
ネェ 。
(
行
き
た
〈
て
も
行
か
れ
な
い)

ぱlじい

。
。

O
ク
ルシバ
テハ
苦
し
く
て
も)

!団11閣卜

。
。

O
ソ
ン
〆
川
計ハ
そ
う
だ
と
し
て
も
)

「ド
モ」
llf
。
。

。
。
。
。

Oカ
グ

ドモ
ハ
香
〈
け
れ
ど
も
)

。
。

。
。
。
。

Oタ
ル
シ
ドモ

ハ苦
し
い
け
れ
ど
も〉

{110
。

。
。
。
。

Oソy
ダ
ドモ

ハそ
う
だ
け
れ
ど
も)

。
。

。

。
キタ
ペ
ド
モ
ハ
来
た
ろ
う
が
)

ぬ
の
類
は
主
と
し
て
「
用雪己
の
第一
形に
つ
く 。

三 、
接
尾
形
式

出向
(
最
初の
音
素が
他と
交
替
し
う
る
も
の
で
職
能に
応
ずる
語
形
笈
化

。
。

を
な
さ
ぬ
も
の
||

共
通
話
で
は
「ホ
ン
lメ
コ」
の
「
lメコ」

な

ど)
。
。

。
。

O
「シ
タ
パ
引」
(
下
腹)
の
「 .ウフ」 、
ヲ

ラ
4

3;、」
(
霊同
病 。

な
ま
け
者
〉

の
「
ポ
ネ」
な
ど 。

(
〉ハ
ラ

、

ホ
ネ)

む
(
同
じ
く

語
形
礎
化
を
な
す
も
の)

ーー。
。
。
。
。

「エ
計
ジャ
ガ
シエ」
(
わ
る
が
し
と
い)
の
「ジャ
ガ
シエ」
な
ど 。

。(サ
ガ
シエ
〔
賢〕)

'U
ハ
音
素の
交
替
や
職
能に
応
ずる
語
形
礎
化の
ない
もの)

i
主
と
し
て
文
末
に
現
わ
れ
る
もの

「ナ
ガ」
〔
命
令
を
表
わ
す
が 、
「カ
ガ
ナ
ガ」
は
「カ
ゲ」
に
比べ
て
い

く
ら
か 、
腕
曲
な
言い
方〕

。
。

O
カ
ガ
ナ
ガ 。
ハ
香
川
υ。

。

。
。

。
。

。

O
ヤメ
ナ
げ
い

オ
リ

け
d 。

コ
ハ
来)
ナ
ガ 。
ハキ
ナ
ガ)
ペ
ン
キヨ
(
勉

強〉
シ

ナ
ガ
(サ
ナ
ガ
)

「ヶ」
(
回
想)

。

。
。
。

。

。
。
。

O
判ツ
ケ
(あっ
たっ
け)
シツ
ケ
(し
たっ
け)

1Illi--1

101

0
!1a
 

。
サ
ン
刑
判モ ー
ニ
ホ
ン
モ
エ
ツシ
ョニ

キタ
リシ
ッケ
ナ 。
ハ〔
汽
車が〕
三

。
。
。

本
も
二
本
も
一
緒
に
来
た
P
し
たっ
け
な)

「へ
・
ヒェ」
(
命
令 。
女
に
多い 。
「ナ
ガ」
に
比べ
て
敬
意
が
含
ま
れ

る〉

79 



3

0

0

。

。

Oカ
ギ
吋ハ書
き
な
さ
い〉
ヤリ 4へ 。
オ
リ吋 。
コ
エ
ベ 。
(ヨ
へ 、
キ〈)

3

E

0

0

 

ペ
ン
キヨ
シ
す
ハ
lセ

ベ 、
lへ

ベ) 。
ヶ
ェ

ベ
(お
〈

れ)

「
ベ」
(
准
量
μnw

《u
nw
n》

。
エ
列
ク
ネェ
叫
?

勺
帰
〈
な
い
だ
ろ
う)

。

。
ピョ
l

刑
判

川利引ネ
判
l 。

ハ
病
気
な
ん
だ
ろ
う
よ)

。

。オ
グ

引で
ナ
タ
ナ
ッ
タ
シ
デ
シ
ペ
?
ハ
奥
さ
ん 、
な
〈
な
ワ
た
ん
で
し

。
。

主
うU

。

「エ
ン
タ」
(
〉ン
タ〉
(

唯
唾)

Oア
ジ
ノ
判、
ア
ル
ギ
刑
刈
刈
列ジ
ャ 。

ハあっ
ち
の
方
が
歩
きや
す
い
よ

。
。

う
だ)'

。
。ー

。
。
。

。
チy
y
ワ
ポ
ェ
ン
ダ
カ
ツ
ヨ
l

デ
ハ
違
わ
な
い
よ
う
な
か
つ
こ
う
で)

「〆
ケ
ン
タ」
(
比
況)

。
。
。
。

。
。
。
。

Oイ
J叫
が
が
Y
タ 。
(石
み
た
い
だ)

3
3
3
3

0
0
。
。

。パ
刈
叶
が
わ
わ
hF
ク
ル
マ 。
(
馬
車み
た
い
な
車)

「
ミ
y
タ」

(
〉
ミエ
〆、
t
F
U
H
U
F〉

Oコ
ノ J
司 、
ヵ
ダブ
引 、
ィ
シ
ミ
シ
タ
ナ
1 0

(こ
の
豆
は
か
た
〈
て
石

。
。
。
。

み
た
い
だ
な〉

〔こ
うい
う

場
合
「イ
シ
ド
内
ト
チ
拘
(石
と一
つ
だ
↓

石
の
よ
う
だ)」

と
い
うこ
と
あ
り〕ill--!l

{10
0t。

。
。

。
ジ
1

ネンマ
エ
モ
エ
マ
モ
フ
ト
チ
デ
シ
ヮ 。
ハ十
年
前
も

今
も
同
じ
で
す

な)
「オ
ン」
Illi--Illi--i
O
0

0
0
 

0
引
利
引
ホ
セベ
オ
シ 。
ハ
分
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
ね)

』』ill-'lll。
。

。

。
プ
チ
ケ
ル
オ
ン 。
(ぶつ
け
る
よ)

一目
主
と
し
て
文
節
末に
現
わ
れ
る
もの

「パ」
ハ
仮
定)。

l
lil

。
。

0
4吋ン
〆y eハ
ジ
lゴ

エ
ン
〆。
(
今
な
ら
十
五
円だ)

。プ
ショ
ガ町J引マ
ン

デ
〆ン
バ 、
アン
ゲ
レy ・円
ジェ 。
(五
所ケ
原
ま

。
。

。
。

で
行
〈
の
な
ら 、
〔荷
を
棚へ〕
上
げ
た
ら
〔ど
う
で
す〕)

||
車
中に
て
||。

(
し
ず
か
に
歩〈
と
い

80 

。

。
シ
ン
ジ

利引ア
ル
列パ ，、
エ

エ
ト
ガ
ジマ
シ

。

い
音が
し
ま
す 。

||
寺の
案
内
僧の
口
上)

x

 

こ
う
い
う

場
合
「ア
ル
ク
ト

」
と
は
ふつ
う

言
わ
ない

。

放に
「
雨フ
ル

x

ll

o

--

ト
困ル
ナ
」
と
は
言
わ
ずに
「ア
メ
フ
レ
メ
コ
マ
ル
ナ
l」
と
い
う 。
な
お

「ア
ル
キャ
1」

「
フ
リ
ャ
1」

な
ど
と
い
う
連
声
形
式
も
現
わ
れ
ない

。

…m
単
語の
構
成に
あ
ず
か
る
もの

「コ」カ
ミ
!判(

紙) 、
マ
チ
l
則 、
(マ
ッ
チ) 、
-一
ン

キョ
l
引(人
形) 、
サ

ケ
|判ハ

酒〉 ‘
チャ
ワ
シ
i町 、

(茶
碗) 、
ワ一プ
シ
lコハ子

供) 、
ポロ

l
出 ，
ハ
古
〈
な
っ
て
朽ち
か
ふ
っ
て
い
る
も
の)

こ
の
「コ」
は
周
知の
如
く
か
な
り

多
くの
「
名
詞」
につ
く 。
多
少
愛

称
の
意
を
もっ 。

「ド」
(
複
数
を
あ
ら
わ
す)

ll

o
o

--』

。
。

ナ
lm

(
君
た
ち) 、
y
カ
ード

(お
前
た
ち)

O
接
尾
形
式C
(
職
能に
応
ずる
語
形
度
化
を
な
す
もの〉

α

「ル」。

。

。

オ
ギ
lル 、

ヤメ
lル

(
↓

「ロ 、
レ」
等
に
変
化
す
る 。
ォ
ギ
lロ

又

。

。

。

はオ
ギ
ー
に
ヤ
メ
lロ

又
はヤ
メ
lν〉

弘
前
市の
二
十
才
台の
男
子三
十
名に
関
す
る
報
告
に
よ
る
と 、
命
令の

言い
方は
大
体 、
「オ
ギ
lへ
・

ヤメ
lへ」

で
ある
が 、
そ
の
中
「ヤメ



津軽方言の文法に関する一考察

ー
レ」
が
こ
に
対
し
て
「
ヤ
メ
l
ロ
」
が一

、
「
オ
ギ
lレ

」
「
オ
ギ
lロ

」

は
そ
れ
ぞ
れ
三
ず
つ
あ
っ

た 。
女
子
高
校
の
一
年
生
で
は 、
や
は
り

「
オ
ギ

|へ
・

ヤ
メ
!へ

」
が
多
い
が 、
二
十
九
名
中
「
ヤ
メ
l
レ」
一二 、
「
ヤ
メ

l
ロ
」
六 、
「
オ
ギ
l

レ」
五 、
「
オ
ギ
l

ロ
」
六
で
あ
っ

た 。

ω
「ヘ
ル」」山ph「

0
0

10
0

0
0

サ
ガ
1

2
(
咲
か
せ
る)

、
サ
ガ
lω

h
l

パ
、

サ
ガ
l川

叶

「
ネェ」
1111

0l。

〉
3

0ナ
ン
モ、
ワ
ガラ
ネェ。
〈
何
も
分
ら
な山r
u

Il---

」
山」円

〉
3
0

。
ぺ
ン
叶
日
ザ一
アエ
ガ
ネェ
メ
ハ
勉
岨
ル
て
行
か
な
け
か
ば
)

O
エ
ガ
ネェ
グ
テ
モ
エ
エ 。
ハ
行
か
な
し
て
も
よ
い
)

Q

「
サ
ヘ
ル」

11110
0
0

0
0
0

0
0
0

0
3
3
 

ペ
ン
キ
ヨ

サ
へ
ル
(
勉
強
さ
せ
る)

、
t

サ
へ
い|
パ 、
AF
~
酌

Q.

「
シ」
(
敬
譲)

O
引、
ア
シ
列ベコ
レ
ヤ
(
私、
明
白
な
ら
来
ら
れ
れい
れ)

O
セ
ν
判 、
ェ
判 、
ヵ
エ
川
内
タ 。

(
先
生
は
今
お
帰
p
に
な
p
ド
九日
た)

-t

Il

o
--

D
3
3
3

 

O
セ
シ
セ 、
ニ
モ
チ
コ
モ
ジ
シ
ガ
?

(
先
生 、
荷
物
を
持
ちir
レhfツ
か)

「へ
ン」
(
打
消)
0
0

3、，

O
カエ
ッ
テ
キヘ
ン
ジャ。
(
帰ヮ
て
来
な山γ
の
だ)

。
。

Oケコ
デ
判判
刈カエ
叫川J
ジャ。
(お
か
ゆ
で
な
け
れ
ば
たべ
ら
れ
U
M

の
だ)「

タ」

0
 

0
ド

判叶内判
川町ノ
?

。
「ドプ
山川エ
戸
別
?」
「コ
プ
判エ
h」

Il--

。

。
チ
1
シャ
ヒ
ト
チ
シ
テ
モ
ラγ-h
(
注
射を一
つ
し
て
も
らヮ
て)

は
じ
め
の
ご
例
の
「
タ」
「
ダ」
は
「
現
在」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る 。

。

「
ど
こ
を
見
て
い
る
の
ワ

」

あ
る 。fi

b

--

0
 

0エ
マ、
キ
テ
アッ
タ
シ
ダヶ
ド
ナ
1
ハ今
来て
い
た
ん
だ
が
な)

。

。ショ
1
ソ
1エ
ン
テ
ン、
ハ
ク
プ
チ
カ
ン
デ、
ャッ
テア
リ
マ
シ
タ。

ハ正
倉
院
展を
博
物
館で
や
っ
て
い
ま
した

γl
学
生
の
教
師
に
対
す

る
と
と一ば
||

こ
の
よ
う
に
「
て
い
る」
の
意
を
「
テ
ア
ル
」
で
表
わ
す
こ
と
が
多
い 。

こ
れ
は
次
の
よ
う
に
連
声
形
式
と
し
て
も
現
わ
れ
る 。

。
。
。

O
ハ
歯をU
ニ
ホ
ン 、
ヌ
エ
タ
ッ
タ
(
二
本
設い
て
お
い
た
)

な
お
「
F
ッ
タ」
は
津
軽
よ
り
も
南
部
地
区
に
特
に
多
い
よ
う
で
あ
る 。

O
接
尾
形
式
d
(
「
形
容
詞」
の
語
尾)

こ
れ
に
当
る
も
の
は
「
ク
ハ
グ
と
だ
け
で
あ
る 。

。

ヤ
シ
l

グ
(
安
〈)

。

サ
ミ
ク
テ
ア
ッ
タ
(
寒
か
っ
た)

四 、
語
形
安
化

形
容
詞
の
誇
形
礎
化
の
体
系
は
非
常
に
単
純
で
あ
る 。

Oナエ
(ネェ)
〔な
い〕

ネ
エ
|グ 、
l

ペ
ェ
、

l
パ 、
1・トモ
、

ーダ

07
エ
ネ4
(だ
め
だ。
い
け
な
い〉

マ
エ
ネェ
lグ、
ーベ
エ、
lバ、
1.トモ、
ー〆

即
ち
言
い
切
り
の
形
に
「
グ 、
ペ
ェ

、
パ」
な
ど
が
つ
く
と
見
る
こ
と
が

出
来
る 。61

0
0
i1

0
0
 

0エ
〆
グ
ネェ
ペ
(
痛〈
な
い
だ
ろ
う
?)。。

。
〔
歯
を〕
ヌ
ゲパ
ソプ
ヤメ
ルコ
ド
モ
ネェ
シ
ハ
銭
け
ば
そ
ζ
が
病む
と

。
。

と
も
な
い
し::・)

。

「
ど
こ
に
居
る
か
ワ

。

」
こ
に
居
る」
の
意
で

81 



次に
動
詞の
活
用
を
説
か
な
け
れ
ば
な
ら
ない
の
で
ある
が 、
己に
規
定

の
紙
数
を
超
通
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で 、
そ
の
考
察は
後
日
に
ゆ
ず
り 、

最
後に
音
声
的
関
係
を
主と
す
る
語
形相次
化の
問
題に
つ
い
て
簡
単
に
述べ

て
み
よ
う 。

す
で
に
い
くつ
か
「
連
声
形
式」
と
し
て
ふ
れ
て
きた
もの
が
そ
の
中の

一
つ
で
ある
が 、
こ
こ
ま
で
ま
と
め
て
お
く
と 、
例
え
ば
先
に
あ
げた

。ニ
ホ
ン 、
ヌ
エ
タ
ッ
タ 。

の
「タ
ツ
タ」
は
「テ
ア
ッ
タ」
と
意
味
的に
対
応
し
て
い
る
の
で 、
そ
の

項で
もの
ペ
た
よ
う
に「テ
ア
ツ
タ」
の
連
声
形
式と
み
と
め
ら
れ
る 。
「テ

ア
ッ
タlvタ
ッ
タ」
と
い
う

音
声
的
安
化の
結
果こ
う
い
う

対
応
を
示
し
て

い
る
わ
け
で
ある 。
た
だ
し
こ
れ
は
「タ
ツ
タ」
と
い
う
形に
お
い
て
も
か

な
り
習
慣
が
固
定
し
て
い
る
が 、
次の
例
な
ど
は
必
ず
し
も
そ
うで
ない 。

Oア
シ

列ベ

グ
ニ
エ
ェ 。
(
明
白
な

ら

来
ら
れ
る〉

こ
の
「クニ
エ
エ」
は
「ク
ルニ
エ
エ」
の
連
声
形
式で
ある
が 、
そ
れ

だ
け
で一
単
位
を
な
す
ほ
ど
に
は
習
慣
化し
て
い
ない
よ
う
で
ある 。

さ
きに
津
軽
方
言で
は
主
絡
や
目
的
絡 、
方
向
絡
な
ど
を一示
す
さ
い
に
ふ

つ
う
自
立
的
接
尾
形
式が
現
わ
れ
な
い
と
い
うこ
と
を
述べ
た
が 、
そ
の
代

り
そ
の
際に
「
絡
定
化
形
式」
が
現
わ
れる
こ
と
が
多い 。

。1
p
b'

。
。

Oユ
ギァ 、
フ
ッ
タ 。
(
雪
が
降っ
た〉

。
。
。

。
。

。ベ
コ
ア
タン
ダ:::
(
牛
は
た
だ:・:・)

-
O
l
l-
o
b
。
。

。
。

。
チ
y

キ
カ
一
フ

チ
ン

ギ
ェ

グ
シ

ピ
ニ

ナ
ル

ン

ダ
モ

ノ
。

(
次
か

ら

次
へ

首
に

な
る
ん

だ

も
の
)

こ
の
三
例に
お
い
て
「ユ
ギァ・
ベ
コ
ァ・
チン
キェ」
の
三
者は
そ
れ

ぞ
れ
「ユ
ギ・
ペ
コ
・
チン
ギ」
の
格
安
化
形
式で
ある 。
そ
の
中 、
前二

者は
主
絡
を
示
し 、

最
後の
例は
方
向
格
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
ある 。
た

だ
目
的
絡の
場
合に
は
こ
うい
うこ
と
が
ない
よ
うで
ある 。
っ
て
自
立

的
接
尾
形
式
の
項
参
照)
方
言
文
法の
研
究に
お
い
て
「
名
詞の
格
笈
化」

を
と
くこ
と
が
必
要
だ
と
い
うこ
と
は 、
己に
引
用
し
た
遜
り

東
条
先
生
が

琉
球
語
な
ど
に
つ
い
て
早
く
か
ら
述べ
て
お
ら
れる
の
で
あ
る
が 、
(­

頁)
そ
れ
は
お
そ
ら
くこ
の
よ
う
な
場
合
を
も
さ
し
て
お
ら
れる
の
で
は
な

い
か
と
思
う 。
(た
だ
し
琉
球
で
は 、
「
牛
は」
「
魚
(イユ)
は」
「
鎗

。

1

0

l

。

は
」

な

ど
に

あ
た

る

場
合
だ
け
に

「
ウ
セ
エ
」

「
イ
ヨ

オ
」

「
カ
ネ
エ
」

等

o

l

o

--

に

な

り
、

「

||

ど

の

時
は

「
ウ
シ
ヌ
」

「
イ
ユ

ヌ
」

「
カ
ネ
買
」

と
い

う 。

〔
首
里
方
言〕)

以
上 、
は
な
は
だ
不
十
分で
は
あ
ろ
う
が 、
津
軽
方
言の
文
法に
関
す
る

一
考
察
を
し
た
た
め
て
み
た 。
木
稿で
述べ
た
「
事
実」
の
中に
は
従
来
か

ら
己
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
もの
も
多い
と
思
う
が 、
私は
なるべ
く
な
まの

資
斜に
つ
い
て 、
そ
れ
を
私の
考
え
て
い
る
体
系に
よっ
て
説
明
す
る
こ
と

を
心
が
け
て
み
たつ
も
りで
ある 。
な
お
動
詞の
活
用につ
い
て
は
叉
改
め

て
考え
た
い 。
各
位の
御
叱
正
を
願ワ
て
や
ま
ない
次
第で
ある 。
ハ
今
後

下
北

郡

地
方
に
つ

い
て

も

調
査
を

行
い

た
い

と

患
っ

て
い

る
O

)

ーーー一
九
五
五・
了
八
||

(註
1〉

藤
原
与一
氏
「日
本
語
方
言
文
法の
研
究」
昭二
四 、
岩
波

hM

「文
法」
(
東
条
操
氏
編
「日
本
方
言
学」
の

中)
昭二
九 、
吉
川
弘
文
館。

都
竹
通
年
雄
氏
「方
言
文
法
論の
方
法」
(「
国
語
学」
十二)

昭二
人。

服
部
四
郎
氏
「方
言
研
究
私
見」

昭二
八 、
九。

ハ註
2)

82 

(「言
語
生
活」二
十
四〉

||
弘
前
大
学
講
師
||




